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事 業 の 内 容

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、親会社（㈱小林洋行）、関連会社2社
（㈱日本ゴルフ倶楽部、 BLUE EARTH㈱ ）により構成されております。
当社の事業内容は次のとおりです。

（１）投資サービス事業

（２）生活・環境事業

保険募集業務 ： 生命保険の募集業務及び損害保険代理店業務

不動産業 ： 不動産の賃貸及び不動産の販売

その他 ： 太陽光発電機及びLED照明等の販売等（LED照明の新規受注営業は停止中）

取引所名 関係法令 取扱商品

商品先物取引業 ：

東京商品取引所 商品先物取引法 エネルギー市場

大阪取引所 金融商品取引法
貴金属市場・ゴム市場・農産物市場
（※2020年7月27日付で東京商品取引所より移管）

金融商品取引業 ： 東京金融取引所 金融商品取引法
取引所為替証拠金取引（くりっく365）

取引所株価指数証拠金取引（くりっく株365）

その他 ： 金地金販売（現在、金地金の密輸・マネーロンダリング対策の観点から休止中）



※ 当社と親会社（㈱小林洋行）は別個に事業を営んでおり、当社が親会社所有ビルを賃借して本社として使用して
いるほか、当社と事業上の重要な関係はありません。

○ LED商品の開発・販売等
BLUE EARTH㈱

（関連会社）

当 社
お

客

様

○ 商品先物取引の受託
○ 金融商品取引の受託
○ 生損保の募集
○ 不動産の賃貸及び販売
○ 太陽光発電機・
ＬＥＤ照明等の販売

○ 金地金販売（休止中）

≪親会社の事業内容≫

＜親会社＞ ㈱小林洋行 ・グループ会社の管理及び不動産の賃貸
（当社株式の51.79％を保有）

㈱日本ゴルフ倶楽部
（関連会社）

○ ゴルフ場関連事業
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事 業 系 統 図



大阪支店：大阪府大阪市中央区南船場
３－４－２６

※商品先物取引受託業務、金融商品取引受託業
務、金地金販売を取り扱っております。

福岡営業所：福岡県福岡市中央区舞鶴
3－2－21

※保険募集業務のみ取り扱っております。

事 業 所

熊本営業所：熊本県熊本市中央区帯山
４－４５－１

※保険募集業務のみ取り扱っております。

本 社：東京都中央区日本橋蛎殻町
１－１５－５

本社(分室)：東京都中央区日本橋蛎殻町
１－１６－１１ ４F

※本社(分室)では、保険募集業務を取り扱っており

ます。
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2021年３月期決算（非連結）
について



2021年３月期決算（非連結）の概要①
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＜業界環境及び経営成績＞

当事業年度における我が国経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴い、
当初はパンデミックによる海外のロックダウンや日本の緊急事態宣言発令等により、
世界経済が麻痺するような状態になりましたが、世界各国が大規模財政策や金融緩和
を進め、有効なワクチンの普及も2020年後半から広がり始めたことで、緩やかに正
常化へ向かって進んでおります。また、日本銀行が実施している企業短期経済観測調
査（短観）の３月調査では、大企業・製造業の景況指数（ＤＩ）はプラス５となり、
新型コロナウイルス感染拡大前の水準を回復する一方、非製造業ではマイナス１と感
染拡大前を依然下回り、業種間で回復のスピードはばらつきがみられます。

為替市場では、米国の相次ぐ大規模な財政策や早急に進めるワクチン接種に伴い、
経済正常化への期待が高まったため、米長期金利の上昇により、主要通貨に対して全
般的にドル高基調が強まりました。また、ワクチン普及による世界的な経済正常化へ
の期待に伴い、原油を始めとした資源価格の上昇により、資源国通貨（南アランド、
メキシコペソ、カナダドルなど）も徐々に下値を切り上げる展開になっております。
３月にはトルコのエルドアン大統領が、利上げを進めていたトルコ中銀の総裁と副総
裁を突然更迭したことで信認が失墜し、トルコリラの急落を招きました。



2021年３月期決算（非連結）の概要②
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＜業界環境及び経営成績＞

株式市場では、パンデミックによる世界的なロックダウン時は、過度なリスク回
避により暴落的な動きになりましたが、世界的な大規模財政策や金融緩和、ワクチ
ンの普及等により、過度なリスク回避の動きは後退しました。また、米国の現金給
付や失業保険給付の拡充で得た資金を使い、株式市場に投資するロビンフッターと
呼ばれる若年投資家が急増し、米国株を押し上げました。そのため、世界的にも安
心感が広がり、リスク選好の世界株高の様相となり、２月16日には日経平均株価も
一時30年半ぶりの高値となる３万714円まで上昇しております。

商品先物市場においては、パンデミック当初は安全資産としての金買い・原油売
りが強まりましたが、経済正常化への期待が高まってくると、産油国の減産もあり、
2020年11月頃から原油の買い戻しが強まりました。一方で「経済正常化への期
待」と「先行きのインフレ率上昇への懸念」が米長期金利の上昇を招き、金利の付
かない金は売りが強まる展開となりましたが、先行きのインフレ率上昇への懸念は、
インフレヘッジの現物商品買いになるという連想から、過度な売りにはつながって
おりません。また、工業製品である白金は、経済正常化への期待が高まるとともに
底堅く推移しております。



2021年３月期決算（非連結）の概要③
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＜業界環境及び経営成績＞

このような環境の中、「投資サービス事業」につきましては、新型コロナウイル
スの感染拡大に伴う初回の緊急事態宣言中に、自宅待機や交代出社で営業を大幅に
自粛して以降も感染の拡大は終息せず、２度目の緊急事態宣言発令期間中も含め、
年間を通して、予定していたイベントやセミナーの開催が制限され、対面営業も大
きな制約を受けることとなりました。この間、オンラインセミナーの開催、
YouTube動画の配信や顧客とのオンラインミ－ティングの開始など、非対面の顧客
アプローチや社内環境の整備を進めてまいりましたが、対面営業を主体としている
当社にとっては、非常に厳しい営業環境となりました。また、取引所間の商品移管
に関する各種手続きに対応するほか、顧客本位の業務運営を実践するための社内管
理体制の整備にも注力してまいりました。

「生活・環境事業」の保険募集業務につきましても、新型コロナウイルス感染拡
大の影響により、年間を通じて出社や営業活動の制約を受けることとなり、非常に
厳しい営業環境が続きましたが、第２四半期以降は、テレワーク環境の整備と利用
の定着を進めるとともに、外貨建て保険の料率改定前の駆け込み需要の取り込みや
紹介による大口案件の獲得等により、業績の底上げを図ってまいりました。



2021年３月期決算（非連結）の概要④
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＜業界環境及び経営成績＞

また、不動産事業につきましては、コロナ禍で、初回の緊急事態宣言中に一部販
売活動の停滞があったものの、販売委託先の不動産業者との連携等に注力し、販売
用不動産については順調に売却を進めることができました。しかし、コロナ禍で、
不動産市況の動向を見極めるため、上半期に新規仕入れを控えていた影響で、販売
用不動産の期末在庫は前期末に比べて大きく減少しております。

これらの結果、当事業年度の業績は次の通りとなりました。

営業収益
営業総利益
営業損失
経常損失
当期純損失

2,057 百万円（前期比 4.7％ 減）
1,709 百万円（前期比 4.6％ 減）

109 百万円（前期は113百万円の損失）
84 百万円（前期は121百万円の損失）

123 百万円（前期は127百万円の純損失）
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セグメント別の業績概要①

事業別の状況は次のとおりです。

１ 投資サービス事業
当事業年度の投資サービス事業の営業収益及び営業総利益は1,360百万円（前期比9.4％

減）、 営業損失は132百万円（前期は100百万円の営業損失）となりました。

①商品先物取引受託業務
商品先物取引受託業務の受取手数料は338百万円（前期比40.4％減）となりました。

②金融商品取引受託業務
取引所為替証拠金取引（くりっく365）及び取引所株価指数証拠金取引（くりっく株
365）の金融商品取引受託業務の受取手数料は1,011百万円（前期比13.0％増）と
なりました。

③その他
くりっく365振興料等は10百万円（前期比80.3％減）となりました。

※当社における商品先物取引自己売買業務（前期は14百万円の損失）は、2020年4月1日
付で廃止しております。
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セグメント別の業績概要②

２ 生活・環境事業
当事業年度の生活・環境事業は営業収益696百万円（前期比6.1％増）、営業総利益は349

百万円（同20.4％増）、営業利益は22百万円（前期は12百万円の営業損失）となりました。

①保険募集業務
保険募集業務の受取手数料は279百万円（前期比26.0％増）となりました。

②不動産業
不動産の賃貸料収入は43百万円（前期比4.6％増）、
不動産販売の売上高は372百万円（同2.9％減）となりました。

③その他.
その他の収益は１百万円（前期比83.7％減）となりました。



業 績 概 況
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（単位：百万円） 2020．3期 対前年比増減

営業収益 2,159 △101

内 受取手数料 1,685 △55

営業利益 △113 3

経常利益 △121 36

△ 127 3

一株当たり当期純利益 △19.24円 0.60円

一株当たり純資産額 319.95円 △16.69円

自己資本比率 26.6% 2.3%

ＲＯＥ（自己資本利益率） △5.8% △0.2%

ＲＯＡ（総資産利益率） △1.6% 0.5%

2021．3期

2,057

1,630

△109

△84

△ 123

△18.64円

303.26円

28.9%

△6.0%

△1.1%

当期純利益



業 績 推 移

単位：百万円

▲ 256
▲ 323

▲ 241
▲ 127 ▲ 123▲ 114

▲ 250 ▲ 213
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12※2018年及び2019年は連結決算でありましたが、個別の業績で比較しております。



貸 借 対 照 表
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（単位：百万円） 2020.3期 2021.3期 対前年比増減

流動資産合計 7,021 6,173 ▲848

内 現金及び預金 893 1,159 266

内 販売用不動産 485 321 ▲163

内 差入保証金 4,407 3,857 ▲549

内 委託者先物取引差金 804 402 ▲401

固定資産合計 961 775 ▲185

内 長期差入保証金 350 176 ▲173

資産合計 7,982 6,948 ▲1,034

流動負債合計 5,610 4,638 ▲971

内 預り証拠金（含 代用有価証券） 2,365 2,475 110

内 受入保証金 3,020 1,987 ▲1,032

固定負債合計 226 277 50

負債合計 5,863 4,939 ▲923

純資産合計 2,119 2,008 ▲110

内 その他利益剰余金 554 411 ▲143



＜投資サービス事業＞四半期営業収益の推移
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投資サービス事業の
業績は、市場の動向
に左右されるため、
四半期毎など短期で
は大きく変動いたし

ます。

単位：百万円
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受取手数料 257 371 383 450 343 340 346 320

商品先物取引 124 165 115 162 104 95 70 68

金融商品取引 132 205 268 288 239 244 275 251

売買損益 △ 5 8 △ 8 △ 9 - - - -

商品先物取引 △ 5 8 △ 8 △ 9 - - - -

その他 17 27 4 2 2 5 1 1
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＜金融商品取引＞営業収益の推移
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単位：百万円
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＜商品先物取引＞営業収益の推移
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単位：百万円



＜商品先物取引＞受取手数料の市場別内訳
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農産物・砂糖 貴金属 エネルギー ゴ ム

単位：百万円
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＜生活・環境事業＞四半期営業収益の推移
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単位：百万円

（単位：百万円）
2020／３
１Ｑ

2020／３
２Ｑ

2020/3
3Ｑ

2020/3
4Ｑ

2021／３
１Ｑ

2021／３
２Ｑ

2021/3
３Ｑ

2021/3
４Ｑ

保険募集 受取手数料 55 42 54 68 48 53 70 106

ＬＥＤ照明等 0 0 - 0 - 0 0 -

不動産賃貸料 11 10 9 10 12 10 10 10

不動産販売 85 153 87 57 109 87 118 56

その他 2 1 0 4 0 0 1 -



2022年３月期業績予想について

当社の主たる事業である投資サービス事業の商

品先物取引業、金融商品取引業の業績が経済情勢

や相場動向等に大きく左右され、また、新型コロ

ナウイルス感染拡大の中長期的な影響もまだ見通

せないことから、確度の高い業績予想を行うこと

が難しいため、業績予想を開示せず、四半期毎に

迅速に業績速報を開示させていただくこととして

おります。
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本資料に関するお問い合わせ先

株式会社 フジトミ

経営企画室

Ｅ-mail：keiei-kikaku2@fujitomi.co.jp


